
 

富士市国民健康保険被保険者の皆様へ     海外療養費制度のご案内 

 

 

 海外渡航中に急な病やけがなどにより現地の医療機関で診療を受けた場合、申請すると一部医療費の

払い戻しを受けられる制度です。 

 

 

基本的には、日本国内の保険医療機関等で同じ傷病を治療した場合にかかる治療費を標準として算定

し、実際に支払った金額と比較して低い金額の方から被保険者の一部負担金額を差し引いた金額が支給

額となります。 
具体的な払い戻し額は次の通りです。 

① 実際に支払った医療費の金額＞標準額 →［標準額］－［一部負担金額］ 
② 実際に支払った医療費の金額＜標準額 →［実際に支払った医療費の金額］－［一部負担金額］ 
※ 実際に支払った医療費と標準額とを比較し、金額の少ない方から一部負担金相当額を控除します。 

 

 

 

●海外渡航中 

① 受診した海外の医療機関では、一旦、かかった費用の全額を支払います。 

② その医療機関で治療内容や治療に要した医療費等の証明書（「診療内容明細書」、 

「領収明細書」等の様式参照）を記載してもらいます。 
●帰国後 

③  ②の書類と申請に必要な持ち物を持参し、国保年金課の窓口へ申請します。 
④  申請後、審査が行われ払い戻されます。 

 

 

※ 治療目的で渡航した場合は支給対象外です。 
※ 交通事故やけんかなどの第三者行為、人工授精等の不妊治療、性転換手術、世界でもまれな最先端医

療、美容整形などの医療は対象外です。あくまでも、その医療行為が日本国内で保険診療の対象とな

っているものに限られます。（海外で臓器移植を受ける場合はご相談ください。） 
※ 海外に長期滞在しているなど日本に居住の実態がない方も支給対象外になります。 
※ 富士市への払戻金の請求期限は、その治療費を支払った日の翌日から起算して２年間です。 

 

 

① 「診療内容明細書」（フォームＡ） 
② 「領収明細書」（フォームＢ あるいは フォームＣ） 

※上記①、②について、外国語で作成されている場合、日本語の翻訳文を添付することが義務付けら

れています。必ず、翻訳者の住所、氏名も記載してください。  
③ 海外の医療機関への調査に関する同意書 
④ 世帯主の預金通帳（口座情報が確認できるもの） 
⑤ マイナ保険証等 
⑥ パスポート等（海外に渡航していたことを証明するもの） 

 

海外療養費とは 

ご 注 意 

申請に必要な書類 

手続きの流れ 

お問い合わせ先      

富士市役所 国保年金課  

℡：0545-55-2751 

支給金額について 








